
講演会演題

第36期（2024年度）  中部大学幸友会 総会・講演会・交流会

日常を変革する 
～単品管理思考と
イノベーション

タイムスケジュール

15：00～ 総　　　会 バロックの間

15：50～ 講　演　会 バロックの間

17：10～ 交　流　会 ルネッサンスの間 （産官学・就職交流会）

18：30 終 了 予 定

交流会会費／お一人様5,000円

当日の受付は14：30より

※準備の都合上、3月25日（月）までにご出欠をご連絡くださいますようお願いいたします。
※交流会にお申し込みいただいた会員様へ、4月初旬に交流会会費の請求書をお送りいたしますので、お振込みいただきますようお願い申し上げます。

期日

2024年 4/24（水） 名古屋東急ホテル3階
名古屋市中区栄4-6 - 8　TEL. 052-251-2411
（会場へのアクセスは裏面をご覧くださいませ）

場所

ATMでお金を下ろし、おにぎりやコーヒーを買う日常
　今、日本中のコンビニエンスストアで見られるこの風景が「イノベーションだ」と
言われ、共感できるだろうか。これらが、かつて「非常識だ」と言われていた時代
があったことを想像できるだろうか。そして、人々の日常を変革するに至った
セブン-イレブン・ジャパンの真髄とは何なのか… 
　２０２３年に創立５０周年を迎えたセブン-イレブン・ジャパンの「挑戦と変革の
歴史」。創業以来、成長戦略の中心には常に「変化への対応と基本の徹底」そして
「単品管理思考」があった。この「変わらない哲学」こそが「変わり続ける時代のニーズ」
に応え、成長を支えてきた「イノベーション思考の原点」である。
　全世界約8万5千店、１7兆円を超える巨大流通グループの中核を担うセブン-イレブン・
ジャパン。度重なる災害やコロナ禍、凄まじいスピードでテクノロジーが進化する
VUCAの時代において業界のトップランナーとして「変化の最前線」で何を考え、
どう行動してきたのか。
　そして、次の５０年に向けた「持続可能な成長戦略」とは？

講演概要

1959年佐賀県生まれ。1987年セブン-
イレブン・ジャパン入社。現場オペレーション
の責任者を歴任。2005年より同社執行
役員。2012年米国7-Eleven, Inc.出向、
EVP/CEOアドバイザーとしてオペレー
ション・商品・出店の改革をサポート、現在の
礎を築く。2016年帰国、取締役執行役員
オペレーション本部長。2018年取締役
常務執行役員リクルート本部長。2021年
取締役専務執行役員営業本部長兼リク
ルート本部長。2024年より現職。

野田 靜真（のだしずま）

講師 Profile

講師

野田 靜真 氏
Shizuma Noda

株式会社セブン-イレブン・ジャパン
取締役副社長 営業本部長

WEB用にアレンジ


